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放送大学・公開講演会「平成から令和へ～いま天皇制を考える～」の開催について 
 

 

放送大学福岡学習センター、九州大学大学院総合理工学研究院・総合理工学府、応用力学研究所、先

導物質化学研究所、グローバルイノベーションセンターとの共同主催による標記講演会が開催されます

ので、お知らせします。 

詳細については、別紙の放送大学福岡学習センターによるプレスリリースをご参照ください。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

放送大学福岡学習センター 

電話：０９２－５８５－３０３３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件担当】 

九州大学広報室  

電話：０９２－８０２－２１３０ 

FAX：０９２－８０２－２１３９ 

E-mail：koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 
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令和元年１１月２日 

放送大学福岡学習センターでは、下記のとおり公開講演会を開催いたします。 

 

記 

 

１ 講  師  原 武史（放送大学教授） 
 

２ 演  題  平成から令和へ ～いま天皇制を考える～ 
 

３ 講演概要   本年 4 月 30 日に天皇と皇后が退位し、5 月 1 日に新天皇と新皇后が即位して、元

号が平成から令和に変わりました。 

天皇や皇室から見て、平成とは一体いかなる時代であったのか、そして令和は平成

とどこで連続し、どこで断絶しているのかを、新天皇と新皇后のほか、上皇と上皇后、

皇嗣と皇嗣妃の動きにも注意しながら客観的に考えてみたいと思います。象徴天皇の

あり方を考えることは、主権者である私たちの責務だからです。 

参考書として「平成の終焉 退位と天皇・皇后（岩波新書）」を挙げておきます。 
 

４ 日  時  令和元年１１月２４日（日） 

開場 １３：００  講演会 １３：３０～１５：３０ 
 

５ 会  場  九州大学筑紫キャンパス「筑紫ホール」 
 

６ 定  員  ２００名  参加無料（先着順の予約制） 
 

７ 申込方法  ①放送大学ＨＰ トップページ「公開講座・講演会」バナーから申し込み 

②電 話 受 付 ０９２－５８５－３０３３ 

※電話受付時間 / １０：００ ～ １７：００（月・祝日は除く） 
 

８ 備  考  本講演会は、九州大学大学院総合理工学研究院・総合理工学府、応用力学

研究所、先導物質化学研究所、グローバルイノベーションセンターとの共

同主催です。 

 放送大学・公開講演会「平成から令和へ ～いま天皇制を考える～」の 

開催について 

放送大学福岡学習センター 

  〒816-0811  春日市春日公園６－１（九州大学筑紫キャンパスＥ棟４階） 

          ℡ 092-585-3033  Fax 092-585-3039   
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放送大学のホームページ又は電話にてお申し込みください。
受付電話番号/092-585-3033（放送大学福岡学習センター）
　※受付時間/10:00～17:00（月・祝休）

主 催 ／ 放送大学福岡学習センター、九州大学大学院総合理工学研究院・総合理工学府、
応用力学研究所、先導物質化学研究所、グローバルイノベーションセンター

受付期間 ／ 令和元年10月19日（土）～11月18日（月）

200名 参加無料（予約制）

九州大学 筑紫ホール

令和元年11月24日（日）
13:30～15:30 （受付:13:00～）

どなた様でも参加できますが事前申し込みが必要
です。定員になり次第締め切ります。

放送大学 福岡学習センター放送大学 福岡学習センター

放送大学教授
講師

原　武史 氏

　本年4月30日に天皇と皇后が退位し、5月1日に新天皇と新皇后が即位して、
元号が平成から令和に変わりました。
　天皇や皇室から見て、平成とは一体いかなる時代であったのか、そして令和は
平成とどこで連続し、どこで断絶しているのかを、新天皇と新皇后のほか、上皇と
上皇后、皇嗣と皇嗣妃の動きにも注意しながら客観的に考えてみたいと思いま
す。象徴天皇のあり方を考えることは、主権者である私たちの責務だからです。
　参考書として「平成の終焉 退位と天皇・皇后（岩波新書）」を挙げておきます。

　本年4月30日に天皇と皇后が退位し、5月1日に新天皇と新皇后が即位して、
元号が平成から令和に変わりました。
　天皇や皇室から見て、平成とは一体いかなる時代であったのか、そして令和は
平成とどこで連続し、どこで断絶しているのかを、新天皇と新皇后のほか、上皇と
上皇后、皇嗣と皇嗣妃の動きにも注意しながら客観的に考えてみたいと思いま
す。象徴天皇のあり方を考えることは、主権者である私たちの責務だからです。
　参考書として「平成の終焉 退位と天皇・皇后（岩波新書）」を挙げておきます。

講演概要

定員 ／

会場 ／

日時 ／

福岡学習センター
〒816-0811 福岡県春日市春日公園6丁目1(九州大学筑紫キャンパスE棟4・5階)

～いま天皇制を考える～～いま天皇制を考える～
平成から令和へ平成から令和へ

令和元年度 第2回
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